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目　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

1 50

利用者の一人一人のできる力を
活かした役割、楽しみごとの支援
に関してはスタッフが本人様を知
ることがより必要。

個々に応じたできる力を知る

生活暦、楽しみごと本人の思いを知
る為スタッフが個別に訪室し話をす
ることで信頼関係を築き思いを引き
出す。

H23年10月8日
～H23年12月
31日

2 15
重度化や終末期に向けた方針
の明文化。

入居時に本人様ご家族様へ重
度化、終末期に関することを十
分説明、同意していただくように
する。

入居時の利用契約書に終末期
の基準や重度化したときの家族
の役割等を明記した文書を作成
する。

H23年11月30
日までに作成

２、目　標　達　成　計　画

事業所名 グループホーム　うすい
作　成　日　　　平成23年10月２１日

利用者が自信を持って自分の
得意分野を披露できる機会を
作り日々の活性化を図る。

身体機能、意欲低下の方が多く
閉じこもりがちになってきている。
年間行事を消化することだけで終
わり日々の暮らしの中で楽しんで
頂いているのか疑問。

利用者のできる力を引き出し行
事（運動会準備、壁飾り作成等）
個々ができるであろう事をスタッ
フが一緒に取り組む。

H23年10月9日
～H23年12月
31日
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